
(57)【要約】

【課題】絶縁体と放熱体との相互の当接面の設計にかか

る手間の増加を抑制しつつ、より良好な放熱を行なうこ

とができる電子回路ユニットを得る。

【解決手段】回路基板１３と、熱伝導性を有し回路基板

１３に設けられた絶縁体１４と、絶縁体１４に重ね合わ

されて絶縁体１４を介して回路基板１３に接続された放

熱体１５と、を備え、絶縁体１４と放熱体１５との相互

の当接面１４ａ,１５ａは、凹部１４ｂ,１５ｂと凸部１

４ｃ,１５ｃとを回路基板１３に沿って繰り返す凹凸形

状に形成されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 子 部 品 が 実 装 さ れ た 回 路 基 板 と 、
　 熱 伝 導 性 を 有 し 前 記 回 路 基 板 に 設 け ら れ た 絶 縁 体 と 、
　 前 記 絶 縁 体 に 重 ね 合 わ さ れ て 前 記 絶 縁 体 を 介 し て 前 記 回 路 基 板 に 接 続 さ れ た 放 熱 体 と 、
を 備 え 、
　 前 記 絶 縁 体 と 前 記 放 熱 体 と の 相 互 の 当 接 面 は 、 凹 部 と 凸 部 と を 前 記 回 路 基 板 に 沿 っ て 繰
り 返 す 凹 凸 形 状 に 形 成 さ れ て い る 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 放 熱 体 の 当 接 面 の 凸 部 に お け る 端 面 は 、 該 当 接 面 の 凹 部 の 底 面 よ り も 前 記 回 路 基 板
に 近 接 し て お り 、
　 前 記 放 熱 体 は 、 該 放 熱 体 の 当 接 面 の 裏 側 に 、 凹 部 と 凸 部 と を 繰 り 返 す 凹 凸 形 状 に 形 成 さ
れ た 露 出 面 を 有 し て お り 、
　 前 記 露 出 面 の 凸 部 は 、 前 記 放 熱 体 の 当 接 面 の 凸 部 の 裏 側 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記
載 の 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 絶 縁 体 は 、 可 塑 性 材 料 に よ り 構 成 さ れ 、
　 前 記 絶 縁 体 の 前 記 当 接 面 の 凹 凸 形 状 は 、 前 記 回 路 基 板 と 前 記 放 熱 体 と に 挟 ま れ た 前 記 可
塑 性 材 料 が そ れ ら 回 路 基 板 と 放 熱 体 と に よ っ て 押 圧 さ れ て 前 記 放 熱 体 の 前 記 当 接 面 の 凹 凸
形 状 に 沿 わ さ れ た こ と に よ り 形 成 さ れ た も の で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 子 回 路 ユ ニ
ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 放 熱 体 を 備 え る 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 子 部 品 が 実 装 さ れ た 回 路 基 板 と 、 こ の 回 路 基 板 に 熱 伝 導 性 を 有 し た 絶 縁 体 を 介
し て 接 続 さ れ た 放 熱 体 と 、 を 備 え る 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
。 こ の 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト で は 、 電 子 部 品 の 熱 を 放 熱 体 に よ っ て 放 出 し て 電 子 部 品 の 性 能 を
維 持 す る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ８ ０ ９ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 、 回 路 基 板 に お け る 電 子 部 品 の 搭 載 密 度 の 高 密 度 化 や 、 電 子 部 品 の 発 熱
量 の 増 大 に よ り 、 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト の 発 熱 量 が 増 加 し て お り 、 こ の た め 、 そ の 熱 を よ り 効
率 良 く 放 出 で き る 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ の 図 ７ に は 、 放 熱 体 と し て の 放 熱 板 と 絶 縁 体 と し て の 放 熱 シ ー ト と の
相 互 の 当 接 面 が 凹 凸 状 に 形 成 さ れ た 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 電 子 回 路 ユ
ニ ッ ト で は 、 放 熱 板 と 放 熱 シ ー ト と の 相 互 の 当 接 面 が 電 子 部 品 の 形 状 に 合 わ せ て 凹 凸 状 に
形 成 さ れ て い る た め 、 放 熱 板 の 設 計 に か か る 手 間 が 増 加 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 放 熱 体 と 絶 縁 体 と の 相 互 の 当 接 面 の 設 計 に か か る 手 間 の 増 加 を 抑 制
し つ つ 、 よ り 良 好 な 放 熱 を 行 な う こ と が で き る 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト を 得 る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト は 、 電 子 部 品 が 実 装 さ れ た 回 路 基 板 と 、 熱 伝
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導 性 を 有 し 前 記 回 路 基 板 に 設 け ら れ た 絶 縁 体 と 、 前 記 絶 縁 体 に 重 ね 合 わ さ れ て 前 記 絶 縁 体
を 介 し て 前 記 回 路 基 板 に 接 続 さ れ た 放 熱 体 と 、 を 備 え 、 前 記 絶 縁 体 と 前 記 放 熱 体 と の 相 互
の 当 接 面 は 、 凹 部 と 凸 部 と を 前 記 回 路 基 板 に 沿 っ て 繰 り 返 す 凹 凸 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 絶 縁 体 と 放 熱 体 と の 相 互 の 当 接 面 は 、 凹 部 と 凸 部 と を 回 路 基 板 に 沿
っ て 繰 り 返 す 凹 凸 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 放 熱 体 と 絶 縁 体 と の 相 互 の 当 接 面 が
平 面 の 場 合 に 比 べ て 、 放 熱 体 と 絶 縁 体 と の 当 接 面 積 が 拡 大 さ れ る の で 、 よ り 良 好 な 放 熱 を
行 な う こ と が で き る と 共 に 、 放 熱 体 と 絶 縁 体 と の 相 互 の 当 接 面 を 電 子 部 品 の 形 状 に 合 わ せ
る 必 要 が な い の で 、 放 熱 体 と 絶 縁 体 と の 相 互 の 当 接 面 の 設 計 に か か る 手 間 の 増 加 を 抑 制 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 放 熱 体 の
当 接 面 の 凸 部 に お け る 端 面 は 、 該 当 接 面 の 凹 部 の 底 面 よ り も 前 記 回 路 基 板 に 近 接 し て お り
、 前 記 放 熱 体 は 、 該 放 熱 体 の 当 接 面 の 裏 側 に 、 凹 部 と 凸 部 と を 繰 り 返 す 凹 凸 形 状 に 形 成 さ
れ た 露 出 面 を 有 し て お り 、 前 記 露 出 面 の 凸 部 は 、 前 記 放 熱 体 の 当 接 面 の 凸 部 の 裏 側 に 配 置
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 電 子 部 品 の 熱 は 、 放 熱 体 に お い て 当 接 面 の 凸 部 か ら そ の 裏 側 に 配 置
さ れ た 露 出 面 の 凸 部 に 伝 わ り 易 く な っ て い る の で 、 放 熱 体 の 当 接 面 の 凸 部 と 露 出 面 の 凸 部
と を よ り 有 効 に 用 い て 電 子 部 品 の 熱 を よ り 効 率 的 に 放 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト に お い て 、 前 記 絶
縁 体 は 、 可 塑 性 材 料 に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 絶 縁 体 の 前 記 当 接 面 の 凹 凸 形 状 は 、 前 記 回 路 基
板 と 前 記 放 熱 体 と に 挟 ま れ た 前 記 可 塑 性 材 料 が そ れ ら 回 路 基 板 と 放 熱 体 と に よ っ て 押 圧 さ
れ て 前 記 放 熱 体 の 前 記 当 接 面 の 凹 凸 形 状 に 沿 わ さ れ た こ と に よ り 形 成 さ れ た 形 成 さ れ た も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 絶 縁 体 が 放 熱 体 の 当 接 面 に よ り 確 実 に 沿 っ た 形 状 と な り 、 放 熱 体 と
絶 縁 体 と の 当 接 状 態 を よ り 密 着 し た 状 態 と す る こ と が で き る の で 、 絶 縁 体 か ら 放 熱 板 へ の
伝 熱 を よ り 良 好 に 行 な う こ と が で き 、 よ っ て 、 放 熱 板 に よ る 電 子 部 品 の 熱 の 放 出 を よ り 良
好 に 行 な う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 [第 １ の 実 施 形 態 ]
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 図 １ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 電 子 回 路 ユ
ニ ッ ト を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト １ は 、 平 板 状 の 回 路 基 板 １ ３ と 、 熱 伝 導 性 を 有 し
回 路 基 板 １ ３ に 設 け ら れ た 絶 縁 体 １ ４ と 、 こ の 絶 縁 体 １ ４ に 重 ね 合 わ さ れ て 絶 縁 体 １ ４ を
介 し て 回 路 基 板 １ ３ に 接 続 さ れ た 放 熱 体 １ ５ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 回 路 基 板 １ ３ の 実 装 面 と し て の 表 面 １ ３ ａ に は 、 電 子 回 路 １ １ を 構 成 す る 電 子 部 品 １ ２
が 実 装 さ れ て い る 。 電 子 部 品 １ ２ と し て は 、 例 え ば パ ワ ー Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ や 抵 抗 素 子 な ど を
例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 絶 縁 体 １ ４ は 、 可 塑 性 材 料 か ら 構 成 さ れ た シ ー ト 材 で あ り 、 回 路 基 板 １ ３ の 裏 面 １ ３ ｂ
の 全 域 を 覆 っ た 状 態 で そ の 裏 面 １ ３ ｂ に 密 着 し て 設 け ら れ て い る 。 絶 縁 体 １ ４ に お け る 回
路 基 板 １ ３ 側 と は 反 対 側 の 面 は 、 放 熱 体 １ ５ が 重 ね 合 わ さ れ る 当 接 面 １ ４ ａ と さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 放 熱 体 １ ５ は 、 金 属 製 の 板 状 部 材 で あ る 。 放 熱 体 １ ５ は 、 絶 縁 体 １ ４ の 当 接 面 １ ４ ａ の
全 域 を 覆 っ た 状 態 で そ の 当 接 面 １ ４ ａ に 密 着 し て 設 け ら れ て い る 。 こ の 放 熱 体 １ ５ は 、 例
え ば 、 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト １ に 外 装 ケ ー ス （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ る 場 合 に は 、 そ の 外 装 ケ
ー ス に 一 体 に 設 け ら れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 放 熱 体 １ ５ に お け る 絶 縁 体 １ ４ と の 当 接 面 １ ５ ａ は 、 凹 部 １ ５ ｂ と 凸 部 １ ５ ｃ と を
回 路 基 板 １ ３ の 裏 面 １ ３ ｂ に 沿 っ て 規 則 的 に 繰 り 返 す 凹 凸 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て
、 こ の 凹 凸 形 状 に 対 応 さ せ て 、 絶 縁 体 １ ４ の 当 接 面 １ ４ ａ は 、 凹 部 １ ４ ｂ と 凸 部 １ ４ ｃ と
を 回 路 基 板 １ ３ の 裏 面 １ ３ ｂ に 沿 っ て 規 則 的 に 繰 り 返 す 凹 凸 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 具 体
的 に は 、 こ れ ら の 凹 部 １ ４ ｂ ,１ ５ ｂ と 凸 部 １ ４ ｃ ,１ ５ ｃ と は 、 一 定 間 隔 で 繰 り 返 し 形 成
さ れ て い る 。 そ し て 、 放 熱 体 １ ５ の 凹 凸 形 状 と 絶 縁 体 １ ４ の 凹 凸 形 状 と が 相 互 に 噛 み 合 っ
た 状 態 と な っ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 当 接 面 １ ４ ａ ,１ ５ ａ の 凹 凸 形 状 は 、 パ ル ス 波 形 状
に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 放 熱 体 １ ５ の 当 接 面 １ ５ ａ の 凸 部 １ ５ ｃ に お け る 端 面 １ ５ ｇ は
、 該 当 接 面 １ ５ ａ の 凹 部 １ ５ ｂ の 底 面 １ ５ ｈ よ り も 回 路 基 板 １ ３ に 近 接 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 放 熱 体 １ ５ に お け る 当 接 面 １ ５ ａ の 裏 側 に 位 置 す る 露 出 面 １ ５ ｆ は 、 凹 部 １ ５ ｄ
と 凸 部 １ ５ ｅ と を 回 路 基 板 １ ３ の 裏 面 １ ３ ｂ に 沿 っ て 規 則 的 に 繰 り 返 す 凹 凸 形 状 に 形 成 さ
れ て い る 。 具 体 的 に は 、 こ れ ら の 凹 部 １ ５ ｄ と 凸 部 １ ５ ｅ と は 、 一 定 間 隔 で 繰 り 返 し 形 成
さ れ て い る 。 こ の 露 出 面 １ ５ ｆ の 凸 部 １ ５ ｅ は 、 放 熱 体 １ ５ の 当 接 面 １ ５ ａ の 凸 部 １ ５ ｃ
の 裏 側 に 配 置 さ れ て い る 一 方 、 露 出 面 １ ５ ｆ の 凹 部 １ ５ ｄ は 、 放 熱 体 １ ５ の 当 接 面 １ ５ ａ
の 凹 部 １ ５ ｂ の 裏 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 電 子 部 品 １ ２ が 発 し た 熱 は 、 回 路 基 板 １ ３ 、 絶 縁 体 １ ４ を 経
由 し て 放 熱 体 １ ５ に 伝 わ り 、 放 熱 体 １ ５ に よ っ て 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の と き 、 本 実 施 形 態 で は 、 絶 縁 体 １ ４ と 放 熱 体 １ ５ と の 相 互 の 当 接 面 １ ４ ａ ,１ ５ ａ
が 、 凹 部 １ ４ ｂ ,１ ５ ｂ と 凸 部 １ ４ ｃ ,１ ５ ｃ と を 回 路 基 板 １ ３ の 裏 面 １ ３ ｂ に 沿 っ て 繰 り
返 す 凹 凸 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 絶 縁 体 と 放 熱 体 と の 相 互 の 当 接 面 が 平 面 の 場
合 に 比 べ て 、 絶 縁 体 １ ４ と 放 熱 体 １ ５ と の 当 接 面 積 が 拡 大 さ れ る の で 、 よ り 良 好 な 放 熱 を
行 な う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 電 子 部 品 １ ２ の 性 能 を 確 実 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 絶 縁 体 １ ４ と 放 熱 体 １ ５ と の 相 互 の 当 接 面 １ ４ ａ ,１ ５ ａ
が 、 凹 部 １ ４ ｂ ,１ ５ ｂ と 凸 部 １ ４ ｃ ,１ ５ ｃ と を 回 路 基 板 １ ３ の 裏 面 １ ３ ｂ に 沿 っ て 繰 り
返 す 凹 凸 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 絶 縁 体 １ ４ と 放 熱 体 １ ５ と の 相 互 の 当 接 面 １
４ ａ ,１ ５ ａ を 電 子 部 品 １ ２ の 形 状 に 合 わ せ る 必 要 が な い の で 、 絶 縁 体 １ ４ と 放 熱 体 １ ５
と の 相 互 の 当 接 面 １ ４ ａ ,１ ５ ａ の 設 計 に か か る 手 間 の 増 加 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 放 熱 体 １ ５ の 当 接 面 １ ５ ａ の 凸 部 １ ５ ｃ に お け る 端 面 １ ５
ｇ は 、 該 当 接 面 １ ５ ａ の 凹 部 １ ５ ｂ の 底 面 １ ５ ｈ よ り も 回 路 基 板 １ ３ に 近 接 し て い る と 共
に 、 放 熱 体 １ ５ の 露 出 面 １ ５ ｆ の 凸 部 １ ５ ｅ が 、 放 熱 体 １ ５ の 当 接 面 １ ５ ａ の 凸 部 １ ５ ｃ
の 裏 側 に 配 置 さ れ て い る こ と に よ り 、 電 子 部 品 １ ２ の 熱 は 、 放 熱 体 １ ５ に お い て 当 接 面 １
５ ａ の 凸 部 １ ５ ｃ か ら そ の 裏 側 に 配 置 さ れ た 露 出 面 １ ５ ｆ の 凸 部 １ ５ ｅ に 伝 わ り 易 く な っ
て い る 。 し た が っ て 、 放 熱 体 １ ５ の 当 接 面 １ ５ ａ の 凸 部 １ ５ ｃ と 露 出 面 １ ５ ｆ の 凸 部 １ ５
ｅ と を よ り 有 効 に 用 い て 電 子 部 品 １ ２ の 熱 を よ り 効 率 的 に 放 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 絶 縁 体 １ ４ が 回 路 基 板 １ ３ に お い て 電 子 部 品 １ ２ が 実 装 さ
れ て い な い 裏 面 １ ３ ｂ に 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 絶 縁 体 １ ４ が 回 路 基 板 １ ３ に お い て
電 子 部 品 １ ２ が 実 装 さ れ て い る 表 面 １ ３ ａ に 設 け ら れ る 場 合 に 比 べ て 、 絶 縁 体 １ ４ を 容 易
に 回 路 基 板 １ ３ に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 次 に 、 上 述 し た 絶 縁 体 １ ４ と 放 熱 体 １ ５ と の 相 互 の 当 接 面 １ ４ ａ ,１ ５ ａ の 凹 凸 形 状 の
形 成 方 法 の 一 例 を 説 明 す る 。 ま ず 、 放 熱 体 １ ５ の 当 接 面 １ ５ ａ の 凹 凸 形 状 が 形 成 さ れ る 。
次 に 、 絶 縁 体 １ ４ の 基 材 で あ る 可 塑 性 材 料 が 回 路 基 板 １ ３ と 放 熱 体 １ ５ と に 挟 ま れ た 状 態
で 、 そ れ ら 回 路 基 板 １ ３ と 放 熱 体 １ ５ と に よ っ て 押 圧 さ れ て 放 熱 体 １ ５ の 当 接 面 １ ５ ａ の
凹 凸 形 状 に 沿 わ さ れ る 。 こ れ に よ り 、 当 接 面 １ ４ ａ に 凹 凸 形 状 が 形 成 さ れ た 絶 縁 体 １ ４ が
得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 方 法 で 形 成 さ れ た 絶 縁 体 １ ４ の 凹 凸 形 状 は 、 放 熱 体 １ ５ の 当 接 面 １ ５ ａ に よ
り 確 実 に 沿 っ た 形 状 と な る の で 、 絶 縁 体 １ ４ と 放 熱 体 １ ５ と の 当 接 状 態 を よ り 密 着 し た 状
態 と す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 絶 縁 体 １ ４ か ら 放 熱 体 １ ５ へ の 伝 熱 を よ り 良 好 に 行
な う こ と が で き 、 よ っ て 、 放 熱 体 １ ５ に よ る 電 子 部 品 １ ２ の 熱 の 放 出 を よ り 良 好 に 行 な う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 [第 ２ の 実 施 形 態 ]
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 の 電 子
回 路 ユ ニ ッ ト を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。 な お 、 前 述 し た 実 施 形 態 と 同 じ 部 分 は 、 同 一 符 号
で 示 し 説 明 も 省 略 す る （ 以 降 の 実 施 形 態 で も 同 様 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 は 、 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト ２ １ に お い て 、 絶 縁 体 ２ ４ と 放 熱
体 ２ ５ と の 相 互 の 当 接 面 ２ ４ ａ ,２ ５ ａ に お け る 、 凹 部 ２ ４ ｂ ,２ ５ ｂ と 凸 部 ２ ４ ｃ ,２ ５
ｃ と を 繰 り 返 す 凹 凸 形 状 が 、 正 弦 波 形 状 に 形 成 さ れ て い る 点 が 第 １ の 実 施 形 態 に 対 し て 異
な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 よ り 良 好 な 放 熱 を 行
な う こ と が で き る と 共 に 、 絶 縁 体 ２ ４ と 放 熱 体 ２ ５ と の 相 互 の 当 接 面 ２ ４ ａ ,２ ５ ａ の 設
計 に か か る 手 間 の 増 加 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 [第 ３ の 実 施 形 態 ]
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 の 電 子
回 路 ユ ニ ッ ト を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 は 、 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト ３ １ に お い て 、 放 熱 体 ３ ５ の 当 接
面 ３ ５ ａ の 凹 部 ３ ５ ｂ の 裏 側 に 、 露 出 面 ３ ５ ｆ の 凸 部 ３ ５ ｅ が 配 置 さ れ る 一 方 、 放 熱 体 ３
５ の 当 接 面 ３ ５ ａ の 凸 部 ３ ５ ｃ の 裏 側 に 、 露 出 面 ３ ５ ｆ の 凹 部 ３ ５ ｄ が 配 置 さ れ て い る 点
が 第 １ の 実 施 形 態 に 対 し て 異 な る 。 こ の よ う な 形 状 は 、 例 え ば 、 プ レ ス 加 工 に よ っ て 容 易
に 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 よ り 良 好 な 放 熱 を 行
な う こ と が で き る と 共 に 、 絶 縁 体 ３ ４ と 放 熱 体 ３ ５ と の 相 互 の 当 接 面 ３ ４ ａ ,３ ５ ａ の 設
計 に か か る 手 間 の 増 加 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 [第 ４ の 実 施 形 態 ]
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の 電 子
回 路 ユ ニ ッ ト を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト ４ １ に お い て 、 絶 縁 体 ４ ４ と 放
熱 体 ４ ５ と の 相 互 の 当 接 面 ４ ４ ａ ， ４ ５ ａ に お け る 、 凹 部 ４ ４ ｂ ,４ ５ ｂ と 凸 部 ４ ４ ｃ ,４
５ ｃ と を 繰 り 返 す 凹 凸 形 状 と 、 放 熱 体 ４ ５ の 露 出 面 ４ ５ ｆ に お け る 凹 部 ４ ５ ｄ と 凸 部 ４ ５
ｅ と を 繰 り 返 す 凹 凸 形 状 と が 、 共 に 三 角 波 形 状 に 形 成 さ れ て い る 点 が 第 ３ の 実 施 形 態 に 対
し て 異 な る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ３ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 よ り 良 好 な 放 熱 を 行
な う こ と が で き る と 共 に 、 絶 縁 体 ４ ４ と 放 熱 体 ４ ５ と の 相 互 の 当 接 面 ４ ４ ａ ,４ ５ ａ の 設
計 に か か る 手 間 の 増 加 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 次 の よ う な 別 の 実 施 形 態 に 具 現 化 す る こ と が で き る 。 以 下 の 別 の 実 施
形 態 で も 上 記 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 お よ び 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ １ ） 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 回 路 基 板 １ ３ の 裏 面 １ ３ ｂ 側 に 絶 縁 体 １ ４ ,２ ４ ,３ ４ ,４
４ と 放 熱 体 １ ５ ,２ ５ ,３ ５ ,４ ５ と が 積 層 さ れ た 例 を 説 明 し た が 、 回 路 基 板 １ ３ の 表 面 １
３ ａ 側 に 絶 縁 体 １ ４ ,２ ４ ,３ ４ ,４ ４ と 放 熱 体 １ ５ ,２ ５ ,３ ５ ,４ ５ と が 積 層 さ れ て い て も
良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ ２ ） ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 絶 縁 体 １ ４ が シ ー ト 材 に よ っ て 構 成 さ れ た 例 を 説 明
し た が 、 絶 縁 体 １ ４ は 、 接 着 剤 、 ゲ ル 材 な ど に よ っ て 構 成 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 か ら 把 握 し 得 る 請 求 項 以 外 の 技 術 思 想 に つ い て 、 以 下 に そ の 効 果 と
共 に 記 載 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ イ ） 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト で は 、 前 記 絶 縁 体 は 、 前 記 回 路 基 板 の 裏 面 に
設 け ら れ て い て 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ う す れ ば 、 絶 縁 体 を 容 易 に 回 路 基 板 に 設 け る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 の 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ ,２ １ ,３ １ ,４ １ … 電 子 回 路 ユ ニ ッ ト
　 １ ２ … 電 子 部 品
　 １ ３ … 回 路 基 板
　 １ ４ ,２ ４ ,３ ４ ,４ ４ … 絶 縁 体
　 １ ４ ａ ,２ ４ ａ ,３ ４ ａ ,４ ４ ａ … 絶 縁 体 の 当 接 面
　 １ ４ ｂ ,２ ４ ｂ ,４ ４ ｂ … 絶 縁 体 の 当 接 面 の 凹 部
　 １ ４ ｃ ,２ ４ ｃ ,４ ４ ｃ … 絶 縁 体 の 当 接 面 の 凸 部
　 １ ５ ,２ ５ ,３ ５ ,４ ５ … 放 熱 体
　 １ ５ ａ ,２ ５ ａ ,３ ５ ａ ,４ ５ ａ … 放 熱 体 の 当 接 面
　 １ ５ ｂ ,２ ５ ｂ ,３ ５ ｂ ,４ ５ ｂ … 放 熱 体 の 当 接 面 の 凹 部
　 １ ５ ｃ ,２ ５ ｃ ,３ ５ ｃ ,４ ５ ｃ … 放 熱 体 の 当 接 面 の 凸 部
　 １ ５ ｄ ,３ ５ ｄ ,４ ５ ｄ … 露 出 面 の 凹 部
　 １ ５ ｅ ,３ ５ ｅ ,４ ５ ｅ … 露 出 面 の 凸 部
　 １ ５ ｆ ,３ ５ ｆ ,４ ５ ｆ … 露 出 面
　 １ ５ ｇ … 端 面
　 １ ５ ｈ … 底 面
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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